
(57)【要約】
【課題】従来、その大半が産業廃棄物として廃棄処分されていた製紙スラッジ焼却灰と浄
水汚泥とを組み合わせ、植物育成用の粒状培土として有効利用することを目的とする。
【解決手段】完全燃焼された微粒子状の製紙スラッジ焼却灰に、スラリー状の浄水汚泥を
混合し、必要に応じて焼き石膏を加え、撹拌して造粒・固化させて得られる植物育成用の
粒状培土。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
完 全 燃 焼 さ れ た 微 粒 子 状 の 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 、 ス ラ リ ー 状 の 浄 水 汚 泥 を 混 合 し 、 撹 拌
し て 造 粒 ・ 固 化 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 粒 状 培 土 。
【 請 求 項 ２ 】
完 全 燃 焼 さ れ た 微 粒 子 状 の 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 、 ス ラ リ ー 状 の 浄 水 汚 泥 を 混 合 し 、 焼 き
石 膏 を 加 え 、 撹 拌 し て 造 粒 ・ 固 化 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 粒 状 培 土 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 産 業 廃 棄 物 で あ る 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 と 、 同 じ く 産 業 廃 棄 物 で あ る 浄 水 汚 泥 と
を 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 有 効 資 源 た る 粒 状 培 土 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
培 土 は 、 天 然 の 土 壌 を 基 本 に し て 、 腐 葉 土 、 ピ ー ト モ ス 、 堆 肥 類 等 の 有 機 質 や 、 鹿 沼 土 、
ぼ ら 土 、 パ ー ラ イ ト 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 等 の 無 機 質 を 改 質 材 と し て 配 合 し 使 用 さ れ て い る
。 し か し な が ら 、 近 年 は 基 本 に な る 土 壌 で さ え 品 質 の 安 定 し た も の が 入 手 困 難 に な っ て い
る 。 併 せ て 、 農 業 も 省 力 化 に よ る 機 械 化 が 進 み 、 機 械 化 に 適 し た 作 業 性 の 良 い 品 質 に 加 工
さ れ た 培 土 の 出 現 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
製 紙 ス ラ ッ ジ の 焼 却 処 理 に は 、 以 前 は 熱 効 率 は 悪 い が 扱 い 易 い ロ ー タ リ ー キ ル ン が 多 用 さ
れ て い た 。 ロ ー タ リ ー キ ル ン に よ る 焼 却 灰 は 、 １ ～ ５ ｍ ｍ の 粒 径 で 未 燃 物 の 炭 素 分 を 含 む
黒 色 の 粒 状 で あ り 、 こ の 焼 却 灰 は 保 水 性 や 排 水 性 に 優 れ 、 脱 臭 効 果 も 具 備 し て い た た め 農
業 用 の 土 壌 改 良 剤 や 堆 肥 化 の 資 材 と し て 、 ま た 野 菜 や 花 卉 の 育 苗 ポ ッ ト 用 土 の 素 材 と し て
利 用 さ れ て い た 。 そ の 後 、 燃 焼 効 率 の 改 善 の た め ス ラ ッ ジ ボ イ ラ ー が 普 及 し 、 平 成 １ １ 年
に ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 が 施 行 さ れ て 以 来 、 製 紙 ス ラ ッ ジ の 焼 却 方 式 は ダ イ オ キ
シ ン が 発 生 し な い 粒 状 炭 化 方 式 と 、 完 全 燃 焼 型 の 流 動 床 方 式 の 二 極 化 傾 向 に あ る 。 粒 状 炭
化 方 式 と は 、 製 鉄 用 の 保 温 材 や 農 業 用 の 土 壌 改 良 剤 と し て 利 用 す る 目 的 で 処 理 す る も の で
あ る が 、 流 動 床 方 式 の 焼 却 灰 は 完 全 燃 焼 の た め 炭 素 分 も な く 、 微 粒 子 の た め セ メ ン ト の 原
料 と し て 処 分 す る ほ か は 埋 め 立 て 処 分 す る し か な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
浄 水 汚 泥 は 、 有 機 物 を 含 ん だ ス ラ リ ー 状 で あ る た め 、 取 り 扱 い が 困 難 で あ る 上 に 機 械 脱 水
で も 効 率 が 悪 い 。 天 日 乾 燥 す る に は 数 ヶ 月 を 要 し 、 一 旦 完 全 に 乾 燥 し た ら 大 変 壊 れ に く い
塊 と な り 、 併 せ て 吸 水 性 も 悪 く な る 。 一 部 で は 完 全 乾 燥 前 の 浄 水 汚 泥 の 塊 は 、 任 意 の 大 き
さ に 砕 く こ と で 排 水 性 が 良 く 肥 料 分 を 含 む た め 、 園 芸 用 土 と し て 使 用 さ れ て い る が 、 大 量
の 処 理 ・ 処 分 に は 程 遠 く 、 大 半 は 天 日 乾 燥 等 の 後 廃 棄 処 分 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 し た 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 （ パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 ） を 処 理 し て 、 植 物 培 養 土 と し て
使 用 す る 従 来 の 方 法 と し て は 、 パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 有 機 凝 集 高 分 子 材 よ り 成 る 気 泡
材 と 水 を 加 え 強 制 撹 拌 し て 気 泡 状 態 に し 、 無 機 結 合 材 を 前 記 気 泡 材 と 同 時 乃 至 気 泡 状 態 と
し た 後 ま で に 加 え て 顆 粒 状 に 形 成 し 、 固 化 乾 燥 さ せ た こ と を 特 徴 と す る パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ
焼 却 灰 よ り 成 る 顆 粒 状 物 を 植 物 培 養 土 と し て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ
焼 却 灰 よ り 成 る 顆 粒 状 物 の 使 用 方 法 が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
ま た 、 上 記 し た 浄 水 汚 泥 を 培 土 等 農 業 用 資 材 と し て 用 い る 従 来 の 方 法 と し て は 、 浄 水 汚 泥
を 原 料 と し て 、 必 要 に 応 じ て ｐ Ｈ に 調 整 を 加 え 混 練 し 、 成 形 ， 乾 燥 を 行 う 培 土 等 農 業 用 資
材 の 製 造 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ３ １ ５ ６ ７ １ 号 公 報 （ 請 求 項 ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
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特 開 平 ７ － ４ ０ 号 公 報 （ 請 求 項 １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 は 、 パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 を 造 粒 し て 有 効 活 用 す る こ と を
目 的 と し て い る が 、 無 機 結 合 材 を 使 用 し て 撹 拌 に よ り 造 粒 ・ 固 化 さ せ る だ け で は 、 粒 子 の
強 度 が 不 足 す る た め 崩 れ て 粉 に な り 易 い 。 そ こ で 、 粒 子 を 強 固 に す る た め に 押 出 し 成 型 機
を 使 用 し て い る が 、 密 度 が 高 く な り 過 ぎ る の で 気 泡 材 の 使 用 が 必 要 に な る と い う 欠 点 が あ
る 。
ま た 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 技 術 は 、 ス ラ リ ー 状 か ら 更 に 天 日 乾 燥 等 に よ り 水 分 が 減 少 し た 固
化 前 の 浄 水 汚 泥 に つ い て 、 混 練 ・ 成 型 す る こ と に よ り 単 に 形 状 を 変 え た も の に す ぎ な い 。
さ ら に は 、 特 許 文 献 １ あ る い は 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 技 術 は 、 パ ル プ ・ ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 あ る
い は 浄 水 汚 泥 を そ れ ぞ れ 単 独 に 処 理 す る 技 術 で あ り 、 両 者 を 同 時 に 処 理 す る も の で は な い
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ っ て 、 流 動 床 方 式 等 の 焼 却 設 備 か ら 排 出
さ れ 、 従 来 人 工 培 土 の 製 造 に は 適 さ な か っ た 微 粒 子 状 の 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 と 、 大 半 が 廃
棄 処 分 さ れ て い る 浄 水 汚 泥 と を 組 み 合 わ せ て 、 容 易 に 安 価 で 良 質 な 人 工 培 土 を 得 る こ と を
目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 粒 状 培 土 は 、 完 全 燃 焼 さ れ た 微 粒 子 状 の 製 紙 ス ラ ッ
ジ 焼 却 灰 に 、 ス ラ リ ー 状 の 浄 水 汚 泥 を 混 合 し 、 浄 水 汚 泥 の 水 分 を 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 吸
収 さ せ る と と も に 、 そ の 水 分 の も と で 撹 拌 に よ る 造 粒 を 行 っ た 後 、 自 然 に 放 置 し て 固 化 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で 、 製 紙 ス ラ ッ ジ に は 少 な か ら ず カ ル シ ウ ム 分 を 含 み 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム （ 石 膏 ） の 形
で 存 在 す る 。 こ の 製 紙 ス ラ ッ ジ を 流 動 床 方 式 等 に よ り 高 温 で 焼 却 処 理 す る こ と で 、 焼 き 石
膏 の 形 に 変 形 し て い る と 考 え ら れ る 。 焼 き 石 膏 は 、 水 分 を 与 え る と 結 晶 水 に 必 要 な 水 分 量
を 取 り 込 ん で 固 化 す る 性 質 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
製 紙 ス ラ ッ ジ に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム 分 が 少 な 過 ぎ る 場 合 に は 、 適 量 の 水 分 を 与 え て 撹 拌 ・
造 粒 し て も 固 化 し な い 場 合 が あ る の で 、 そ の 時 は 上 記 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本
発 明 の 粒 状 培 土 は 、 完 全 燃 焼 さ れ た 微 粒 子 状 の 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 、 ス ラ リ ー 状 の 浄 水
汚 泥 を 混 合 し 、 焼 き 石 膏 を 加 え 、 撹 拌 に よ る 造 粒 を 行 っ た 後 、 自 然 に 放 置 し て 固 化 さ せ た
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 は 、 造 粒 に 適 し た 水 分 を 加 え て 撹 拌 を 続 け る と 、 徐 々 に 粘 度 が 上 が り
造 粒 が 始 ま る 。 水 分 が 少 な い と 粒 子 が 成 長 し 難 い の で 水 分 を 追 加 す る 。 水 分 が 多 す ぎ る と
粒 子 の 成 長 が 早 く し か も 大 き く な り 易 い 。 こ の 様 に 、 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 は 、 単 独 で も 適
正 な 量 の 水 分 を 加 え て 撹 拌 を 続 け れ ば 造 粒 で き る が 、 粒 子 が 大 き く （ 粒 径 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ ）
な り す ぎ る 傾 向 が あ り 、 固 化 後 も 微 粒 子 間 の 結 合 が 弱 い た め 外 圧 に よ り 崩 れ て 粉 に な り 易
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
浄 水 汚 泥 は 、 脱 水 ・ 乾 燥 が 困 難 な た め 、 そ れ 単 独 で 造 粒 加 工 す る こ と は 難 し い が 、 製 紙 ス
ラ ッ ジ 焼 却 灰 と 混 合 し て 水 分 を 吸 着 さ せ る こ と に よ り 、 容 易 に 濃 度 の 上 昇 が 可 能 で あ る 。
製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 浄 水 汚 泥 を 造 粒 す る ま で 徐 々 に 加 え な が ら 撹 拌 す る 、 こ の と き の 浄
水 汚 泥 の 含 有 水 分 が 造 粒 に 必 要 な 水 分 量 で あ る 。 よ っ て 浄 水 汚 泥 （ 乾 燥 重 量 ） の 配 合 割 合
を 減 ら し た い と き は 、 事 前 に 浄 水 汚 泥 を 希 釈 し て お け ば 良 い 。
製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 浄 水 汚 泥 を 加 え 造 粒 す る と 、 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 の 単 独 の 場 合 よ り
も 粒 子 が 大 粒 に な り 難 く 、 小 粒 （ 粒 径 ２ ～ ５ ｍ ｍ ） だ が 大 き さ が 揃 っ て 培 土 に 適 し た 強 度
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の あ る 粒 子 が で き る 。 浄 水 汚 泥 の 濃 度 は 薄 め の ゾ ル 状 が 作 業 上 取 扱 い 易 く 、 配 合 割 合 に も
適 し た 濃 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 し た 本 発 明 に 係 る 粒 状 培 土 は 、 粒 子 が 崩 れ 難 い に も か か わ ら ず 嵩 比 重 が 小 さ く 、 保 水
性 が 高 く て 気 相 も 大 き い た め 、 保 水 性 や 排 水 性 の 悪 い 土 壌 の 改 良 材 と し て 、 さ ら に ま た 園
芸 用 土 の 軽 量 化 用 素 材 と し て 利 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 比 較 例 と 共 に 説 明 し 、 本 発 明 の 理 解 に 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
嵩 比 重 ０ ． ５ ０ ～ ０ ． ５ ５ の 乾 燥 し た 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 、 造 粒 に 必 要 な 水 分 量 （ １ ３
０ ～ １ ５ ０ ％ ） を 加 え て 数 分 間 撹 拌 を 継 続 す る と 、 や や 粘 土 が 上 昇 し て 造 粒 が 始 ま る 。 造
粒 に 必 要 な 水 分 量 が 不 足 す る と 撹 拌 を 続 け て も 造 粒 し な い 。 水 分 を 追 加 し て 必 要 量 に 達 す
る と 造 粒 が 始 ま る が 、 水 分 が 過 剰 に な る と 粒 子 が 大 き く な り す ぎ る 。 粒 子 の 大 き さ は 水 分
量 及 び 撹 拌 条 件 に よ り 変 え る こ と が で き る 。 目 的 の 大 き さ の 粒 子 を 得 た ら 、 そ の ま ま 一 昼
夜 程 自 然 放 置 す る と 粒 子 同 士 が ブ ロ ッ ク 状 に 固 化 し た 塊 が で き る 。 そ の ブ ロ ッ ク は 少 し 外
圧 を 加 え る と 容 易 に 粒 子 に 分 解 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 と 同 一 条 件 で 、 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 加 え る 水 に 変 え て 、 同 量 の 水 分 を 含 有 す る 浄 水
汚 泥 を 加 え て 、 数 分 間 の 撹 拌 に よ り 造 粒 後 、 一 昼 夜 程 自 然 放 置 す る と 、 上 記 製 紙 ス ラ ッ ジ
焼 却 灰 単 独 に よ る 粒 子 よ り も 崩 れ 難 い 粒 状 物 が 得 ら れ た 。
製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 に 対 す る 浄 水 汚 泥 の 配 合 率 は 、 １ ５ ～ ３ ０ ％ （ 乾 燥 重 量 ） 位 が 適 量 で
あ る 。 浄 水 汚 泥 の 割 合 が 多 い ほ ど 出 来 上 が る 粒 子 の 強 度 は 増 す が 、 過 剰 に な る と 浄 水 汚 泥
が 培 土 の 粒 を 覆 っ て し ま い 、 吸 水 性 が 悪 く な る た め 散 水 す る と 浮 き 上 が る 粒 が 出 て く る 。
浄 水 汚 泥 の 混 合 割 合 は 濃 度 を 変 え る こ と で 任 意 に 調 整 で き 、 そ の 濃 度 は １ ０ ～ １ ５ ％ （ ゾ
ル 状 ） 程 度 が 扱 い 易 い 。
出 来 上 が っ た 粒 状 培 土 は 、 特 に 乾 燥 工 程 を 経 な く と も 使 用 は 可 能 で あ る が 、 必 要 に よ り 乾
燥 を 行 う 。 ま た 、 浄 水 汚 泥 に 含 ま れ る こ と が あ る 雑 草 の 種 子 を 処 理 す る た め に 熱 処 理 す る
こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
粒 状 培 土 の 素 材 と 完 成 品 の 嵩 比 重 （ 浄 水 汚 泥 は 濃 度 ） と ｐ Ｈ を 示 す 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 本 発 明 の 粒 状 培 土 と 市 販 用 土 （ 赤 玉 土 、 鹿 沼 土 ） の 嵩 比 重 、 保 水 量 及 び 気 相 の 比 較 を
示 す 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 上 記 嵩 比 重 と は 、 単 位 容 積 当 た り の 土 壌 の 固 相 重 量 で 、 乾 燥 土 壌 １ ｍ ｌ 当 た り の
ｇ 数 を 指 称 す る 。
ま た 、 保 水 量 と は 、 土 壌 が 自 然 の 状 態 で 含 み 得 る 水 分 量 の こ と で 、 測 定 方 法 は 一 定 の 容 積
の 土 壌 を 容 器 に 採 り 、 こ れ に 水 を 加 え て 完 全 に 水 で 満 た し た 後 、 下 方 か ら 水 を 抜 き 、 土 壌
中 に 残 っ た 水 分 重 量 を 土 壌 の 容 積 で 割 っ た も の の こ と を い う 。
さ ら に 、 気 相 （ 空 気 率 ） と は 、 上 記 保 水 量 の 測 定 方 法 に お い て 、 一 定 の 容 器 の 土 壌 に 水 を
加 え て 完 全 に 水 で 満 た し た 後 、 下 方 か ら 水 を 抜 い て 、 そ の 抜 け た 水 の 容 量 の 分 だ け 、 土 壌
中 の 空 気 と 入 れ 替 わ る の で 、 そ の 空 気 率 を 気 相 と 指 称 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に 係 る 粒 状 培 土 は 、 粒 子 の 大 き さ が 比 較 的 に よ く 揃 っ て い る た め 、 市 販 培 土 と 比 較
す る と 気 相 が 大 変 大 き く て 嵩 比 重 は 小 さ い が 、 保 水 量 は 市 販 培 土 と 同 等 又 は そ れ 以 上 の 値
を 示 す こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ て 来 た 如 く 、 本 発 明 に よ れ ば 下 記 す る 如 き 効 果 を 奏 す る 。
即 ち 、 微 粒 子 の た め 飛 散 し 易 く 、 散 水 に よ り 流 亡 し 易 く そ の 大 半 が 産 業 廃 棄 物 と し て 処 分
さ れ て い る 製 紙 ス ラ ッ ジ 焼 却 灰 と 、 有 機 物 を 含 ん で い る た め に 脱 水 処 理 や 乾 燥 処 理 が 難 し
い 反 面 、 一 旦 乾 燥 し て し ま う と 散 水 し て も 崩 れ 難 い 強 固 な 塊 と な り 、 こ れ 又 大 半 が 産 業 廃
棄 物 と し て 処 分 さ れ て い る 浄 水 汚 泥 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 浄 水 汚 泥 が 製 紙 ス ラ ッ ジ
焼 却 灰 の バ イ ン ダ ー 的 作 用 を 奏 し 、 植 物 育 成 用 の 粒 状 培 土 と し て 有 効 利 用 で き る も の で あ
る 。
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